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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区では、日曜10：00〜10：20と水曜18：00〜18：10に、FM放送でタイムリーな区政情報やまちの話題を提供しています［番組名］ラジオこうとう［チャンネル］
79.2MHz(レインボータウンFM)

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
は
︑
高
齢
の

方
や
障
害
の
あ
る
方
︑
産
前
産
後
の

世
帯
な
ど
援
助
が
必
要
な
方
を
対
象

に
︑
家
事
や
介
護
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
協
力
会
員
︵
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
︶
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒
現

在
︑
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
︒
地
域
の
助
け

合
い
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

﹇
活
動
内
容
お
よ
び
謝
礼
金
﹈

〇
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
︵
食
事
の
支

度
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
代
行
な

ど
︶
�
時
間


�
�
円
ま
た
は


�
�
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
︵
車
い
す
・
外
出

等
の
介
助
︑
乳
幼
児
介
助
な
ど
︶

�
時
間

�
�
円
ま
た
は
�
︑
�

�
�
円

○
ラ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
︵
入
院
中

の
方
の
衣
服
︑
タ
オ
ル
な
ど
の
洗

濯
代
行
︶
�
回


�
�
円

﹇
登
録
説
明
会
﹈
▢時
�
月

日
︵
金
︶

15

午
後
�
時
半
～
�
時

▢場
高
齢
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽
	
︱

�
︱

︶
▢人

歳
以
上
の
心
身
と
も
に

17

18

健
康
な
方

人
︵
申
込
順
︶
※
資
格

50

・
経
験
・
性
別
・
居
住
地
は
不
問

▢内
事
業
の
説
明
と
登
録
手
続
き

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
で

17

江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課

☎
(
�
	

�
)
�
�


�

地
域
福
祉
の
向
上
・
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

区
内
の
福
祉
団
体
に
対
し
︑
運
営
費

を
助
成
し
ま
す
︒
申
請
後
︑
要
綱
に

基
づ
く
審
査
を
経
て
︑
予
算
の
範
囲

内
で
交
付
を
決
定
し
ま
す
︒

﹇
申
請
書
の
配
布
・
受
付
期
間
﹈
�
月

日
︵
水
︶
～
�
月

日
︵
金
︶
の
平

15

15

日﹇
助
成
限
度
額
﹈

万
�
千
円
︵
会

13

員
数
に
応
じ
て
変
動
が
あ
り
ま
す
︶

▢申
江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
課
︵
東
陽
	
︱

�
︱

高
17

齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
階
︶
窓

口
で

☎
(
�
	
�


)
�

�


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
サ
ー
ク

ル
に
助
成
金
を
交
付

区
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
︑
そ
の
活
動

を
援
助
す
る
た
め
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
︒

申
請
後
︑
要
綱
に
基
づ
く
審
査
を

経
て
︑
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
額
を

決
定
し
ま
す
︒

﹇
募
集
期
間
﹈
�
月

日
︵
水
︶
～
�

15

月

日︵
金
︶の
平
日﹇
助
成
限
度
額
﹈

29万
円
︵
申
請
す
る
団
体
の
当
該
事

15業
の
実
支
出
予
定
額
に
�
分
の
�
を

か
け
た
額
と
助
成
限
度
額
の
ど
ち
ら

か
低
い
額
※
助
成
対
象
外
経
費
が
あ

り
ま
す
︶

▢問
江
東
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
︵
東
陽
	
︱

�
︱

高
齢
者
総
合

17

福
祉
セ
ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
�
	
�
�
)
�
�




連
歌
か
ら
続
く
近
世
の
俳
諧
︑
そ

し
て
正
岡
子
規
か
ら
近
代
俳
句
へ
の

流
れ
を
︑
当
時
の
代
表
的
な
連
歌
師

や
俳
人
の
作
品
を
中
心
に
た
ど
り
ま

す
︒
西
山
宗
因
が
﹁
一
幽
﹂
と
号
し

た
極
め
て
珍
し
い
句
短
冊
を
は
じ
め
︑

尾
崎
紅
葉
︑
正
岡
子
規
︑
夏
目
漱
石

な
ど
著
名
な
文
人
の
作
品
が
一
堂
に
︒

芭
蕉
の
句
を
蕪
村
が
書
し
た
﹁
芭
蕉

像
自
画
賛
﹂
ほ
か
︑
近
世
俳
人
の
資

料
な
ど
全

点
を
展
示
し
ま
す
︒

52

▢時
�
月

日
︵
木
︶
～
	
月

日

23

21

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
最

終
入
館
午
後
�
時
半
︶
※
第
�
・
�

月
曜
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶
は
休

館

▢費
大
人
�
�
�
円
︑
小
・
中
学

生

円
︵
観
覧
料
︶
※

人
以
上
は

50

20

団
体
料
金
︵
大
人
は
�
�
�
円
︑
小

中
学
生
は

円
︶︑
障
害
者
手
帳
を

30

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
�
人
は

半
額▢申

当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
芭
蕉
記
念
館︵
常
盤
�
︱

	
︱

�
︶
☎︵
�
	
�
�
︶
�
�
�


レ
ベ
ル
別
に
部
門
を
設
け
︑
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
誰
も
が
楽
し
め

る
大
会
で
す
︒
区
内
在
住
の
プ
ロ
棋

士
が
中
心
と
な
り
指
導
に
当
た
り
ま

す
︒
最
上
級
ク
ラ
ス
優
勝
者
に
は
元

日
本
棋
院
理
事
長
で
当
大
会
の
発
起

人
で
も
あ
る
加
藤
正
夫
名
誉
王
座
の

﹁
加
藤
正
夫
﹂
杯
が
与
え
ら
れ
ま
す
︒

ま
た
︑
入
賞
者
に
は
プ
ロ
棋
士
と
の

対
局
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
︒
参
加
者
全
員

に
参
加
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
︒

▢時


月
�
日︵
日
︶午
後
�
時
半
～

▢人
�
歳
︵
�
月
�
日
現
在
︶
～
中

学
生
�
�
�
人
︵
申
込
順
︶
▢費
�

�
�
円﹇
ク
ラ
ス
の
決
定
方
法
﹈申
込

の
際
に
経
験
年
数
と
盤
面
︑
棋
力
を

聞
き
︑
後
日
上
級
者
・
経
験
者
・
初

心
者
に
ク
ラ
ス
分
け
︵
ク
ラ
ス
は
郵

送
で
お
知
ら
せ
︶
※
上
級
ク
ラ
ス
は
︑

お
お
む
ね
�
級
以
上
︑
ス
イ
ス
方
式

で
�
回
対
局
・
持
ち
時
間

分
・
ハ

20

ン
デ
戦
︒
経
験
者
︵

路
盤
︶
ク
ラ

19

ス
・
初
心
者
︵

路
盤
・
�
路
盤
︶
ク

13

ラ
ス
は
︑

級
以
下
︑
時
間
内
規
定

10

対
局
数
に
よ
る
勝
率
で
決
定

無
料
！
こ
ど
も
囲
碁
教
室
開
催

囲
碁
を
打
っ
た
こ
と
の
な
い
子
を

対
象
に
し
た
囲
碁
教
室
で
す
︒

▢時
�
月

日
～
	
月

日
の
土
曜

23

27

︵
全
	
回
︶
午
前

時
半
～
正
午

10

▢人
�
歳
︵
�
月
�
日
現
在
︶
～
中

学
生

人
︵
申
込
順
︶
※
原
則
全
	

30

回
参
加
で
き
る
方

▢費
無
料

▢師
江

東
区
こ
ど
も
囲
碁
指
導
者
の
会

※
い
ず
れ
も

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢申
�
月

日
︵
水
︶
午
前
�
時
か

15

ら
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で☎

(
�
	
�
�
)

�
�
�

﹁
端
午
の
節
句
﹂
飾
り

端
午
の
節
句
は
︑
こ
ど
も
の
成
長

を
願
う
年
中
行
事
と
し
て
庶
民
に
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
︒
江
戸
の
人
び

と
は
︑
鯉
の
ぼ
り
や
軒
先
の
菖
蒲
葺

し
ょ
う
ぶ
ふ

き
︑
柏
餅
の
お
供
え
な
ど
で
祝
い
ま

し
た
︒
当
時
の
資
料
を
も
と
に
﹁
端

午
の
節
句
﹂
飾
り
を
再
現
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
火
︶
～
�
月

日

28

10

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
最

終
入
館
午
後
�
時
半
︶

江
戸
文
字
展

﹁
勘
亭
流
︵
歌
舞
伎
文
字
︶﹂
や
﹁
寄

席
文
字
﹂﹁
相
撲
字
﹂
な
ど
に
使
わ

れ
る
江
戸
時
代
に
発
生
し
た
デ
ザ
イ

ン
的
な
書
体
を
総
称
し
て
﹁
江
戸
文

字
﹂
と
い
い
ま
す
︒
本
展
示
で
は
︑

書
家
の
橘
右
橘
・
荒
井
三
鯉
さ
ん
の

協
力
を
得
て
︑
勘
亭
流
︵
歌
舞
伎
文

字
︶
や
寄
席
文
字
︑
千
社
札
な
ど
の

作
品
︑
ま
た
同
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
相
撲
字
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
～
�
月

日

25

10

︵
日
︶
午
前
�
時
半
～
午
後
�
時
︵
最

終
入
館
午
後
�
時
半
︶

﹇
寄
席
文
字
体
験
﹈

▢時
�
月
�
日
︵
月
・
祝
︶
午
後
�

時
～
�
時

▢人
高
校
生
以
上

人
20

︵
先
着
順
︶

﹇
江
戸
文
字
実
演
﹈

▢時
�
月

日
︵
水
・
祝
︶︑
�
月
�

29

日
︵
火
・
祝
︶・
	
日
︵
水
・
祝
︶
午

後
�
時
～
�
時

※
い
ず
れ
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
中
学
生

円
︵
常
設
展
示
室
観
覧

50

料
︶
※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
深
川
江
戸
資
料
館
︵
白
河

�
︱

�
︱

︶
28☎︵

�
	
�
�
︶

	
�
�

資
料
館
�
階
の
中
川
番
所
の
ジ
オ

ラ
マ
や
旧
中
川
・
川
の
駅
を
題
材
に
︑

水
彩
色
鉛
筆
ス
ケ
ッ
チ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
︒
ま
ち
を
歩
い
た
時
︑

心
に
残
る
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
で
残
す
︑

写
真
と
は
ま
た
違
う
ス
テ
キ
な
思
い

出
に
な
る
は
ず
で
す
︒

▢時
�
月
	
日︵
水
・
祝
︶
午
前
�
時

～
正
午

▢人

人︵
申
込
順
︶
▢費
大

15

人


�
�
円
︑
小
・
中
学
生
�
�
�

円︵
観
覧
料
お
よ
び
教
材
費
︶

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
中
川
船

15

番
所
資
料
館
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

江
戸
和
竿
師
の
出
前
展
示

江
戸
和
竿
製
作
工
程
の
一
部
を
実

演
し
ま
す
︒
質
問
な
ど
も
受
け
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
日
・
祝
︶
午
後
�

時
～
�
時

▢費
大
人
�
�
�
円
︑
小

・
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶

50

▢申
当
日
直
接
資
料
館
へ

※
い
ず
れ
も

▢場

▢問
中
川
船
番
所

資
料
館
︵
大
島
�
︱

�
︱

︶
15

☎
(
�
	
�
	
)
�
�
�
�

ト
で
あ
る
﹁
は
こ
べ
ら
﹂
に
︑
今
年

も


	
	
句
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
授
賞
式
で
は
︑﹁
は
こ
べ
ら

賞
﹂
受
賞
者
の
な
か
で
み
ち
こ
さ
ん

の
ほ
か
︑
特
選

句
︑
入
選

句
の

15

50

入
賞
者
の
方
々
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
︑

選
者
に
よ
る
特
選
・
入
選
句
の
講
評
︑

波
郷
の
俳
句
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
︒

▢問
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
	
�
�
)
�


�
�

�
月

日
︑
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
石
田
波
郷
記
念
館
﹁
は
こ
べ
ら
俳

句
大
会
﹂
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
波
郷
を
顕
彰
す
る
一
大
イ
ベ
ン


